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令和７年度（第１回）鳥取市国民健康保険運営協議会議事概要 

１．日 時 令和７年８月２１日（木） 午後１時３０分～２時３０分 

２．会 場 鳥取市役所本庁舎 ６階 会議室６－３ 

３．出席者 

委 員 西村教会長、外山委員、山本委員、有田委員、猪上委員、 

西村清委員、谷口委員、松田委員、池田委員、尾﨑委員、 

森田委員、紅松委員 

鳥取市 藏増福祉部長、池上次長兼保険年金課長、 

梶医療費適正化推進室長、小森健診推進室長、池原収納推進課長、 

竹内保険年金課課長補佐、井上国民健康保険係長、細谷主任、大下主事

４．会議状況 

発言者 発言内容（要旨） 

事務局 

会長 

事務局 

会長 

ただ今より、令和７年度第１回鳥取市国民健康保険運営協議会を開会します｡

開会にあたりまして、西村会長よりご挨拶をいただきます。 

委員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、令和７年度第１回目の国

保運営協議会にご出席いただきまして誠にありがとうございます｡さて、前回の

協議会では、県が算定する令和７年度の納付金が大幅に減額され、歳入と歳出

のバランスが保てる見込みとなったことから、保険料は据え置くことが適当で

あるとの結論を出し、答申いたしました。深澤市長にはこの答申内容を尊重し

ていただき、議会でも承認されたところであります。 

新年度を迎えたわけですが、本日は、令和６年度の国保会計の決算について、

また、令和７年度の国保計画や運営状況について説明いただきます。皆さんの

忌憚のないご意見をいただきたいと思います。 

それでは本日の協議について、どうかよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

本日の会議は、横山委員、田中委員、髙須委員、増田委員、清水委員は都合

によりご欠席です。委員１７名のうち１２名出席ですので、会議は成立するこ

とを報告させていただきます。 

なお、本日の議事要旨につきましては、委員氏名を伏せてホームページに公

開することになりますのでご了承ください。 

それでは、これ以降の日程につきましては、西村会長に議事の進行をお願い

いたします。 

それでは、議長を務めさせていただきます。議事進行にご協力のほどよろし
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くお願いいたします。 

まずは議事録署名委員の選出ですが、本日の会議の議事録につきまして、有

田委員と池田委員に署名をお願いしたいと思いますがよろしいでしょうか。

（有田委員と池田委員の了承を得る） 

それでは、議事に入らせていただきます。 

議題（１）「令和６年度鳥取市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算見込みに

ついて」説明をお願いします。 

（資料１、２に基づき説明） 

ただいまの報告について御意見･御質問がございましたらお願いいたします。

（各委員を確認、発言者なし） 

ないようでしたら次に移ります。 

議題（２）「令和７年度国民健康保険事業計画」と議題（３）「令和７年度国

民健康保険事業の状況」については、令和７年度の計画と進捗状況として、事

務局から一括して説明をお願いします。 

（資料３、４、５に基づき説明） 

ただいま事務局より説明いただきましたが、御意見･御質問などがございまし

たらお願いいたします。 

特別会計の推計について、令和９年度から決算が赤字の見込みとなっている

が、赤字になった場合はどういう形で処理をされるのかお尋ねしたい。 

資料４の７ページをご覧くださってのご質問ですが、特別会計の推移で赤字

になっているような推計をしております。これはあくまでも推計ですが、赤字

にならないように、結局県に納める納付金に大きく影響されるのですが、この

納付金があがると、それを賄うためには、やはり保険料率を今よりも保険料率

を上げるとか、そういったことも必要になってくるだろうと思います。 

それ以外にも、基本的には国保会計というのは、保険料が主な歳入というこ

とになっておりまして、あとは国からの交付金であるとか、そういったものも

入ってきますけれども赤字にならないように運営をしていかなければならない

ということで、そこが慎重な判断が必要だという、先ほどの説明の中でも言わ

せていただいたところです。 

赤字にならないように調整されてるってことですけど、令和５年度は２億６千

万の赤が出てるんですけども、これはどういう形で処理をされたのでしょうか。

例えば基金から持ってくるとかそういう話でしょうか。 

 おっしゃる通りでして基金を積み立てております。資料４の７ページ下の５
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番目に書いていますが、令和６年度現在で１４億ほどの基金を積み立てており

まして、この基金は不測の事態、想定をしないようなことがあって、単年度収

支で赤字になりそうなとき、基金を取り崩して充てるために積んでおり、令和

５年度については県の納付金がぐっと上がったというようなことがあり、保険

料を令和３年度に引き下げてから、ずっと据え置いてきておりまして、令和５

年度まだコロナ禍のコロナ５類に移行する前というような状況で、保険料を上

げるということが厳しい状況にありましたので、このときには、基金を取り崩

して、赤字にならないように補填させていただきました。 

 先ほども出ましたけれども特別会計が今年度は何とかプラマイゼロでいける

のではないかというところになっておりますのでこれを踏まえて、次回以降、

来年度に向けての保険料率の考え方についてご検討いただく材料にしていただ

きたいと思います。 

 また、子ども・子育て支援金の状態も全くわからないということですので、

それがどれだけ積み上がっていくのかっていうことも不明になっております

し、今年度で団塊の世代が後期高齢者医療への移行が一息つくということなの

で、これからの被保険者数の減少が少し緩やかにはなってくるかと思いますけ

ども、やはり収支厳しくなってくるだろうということももちろんですし、支出

も昨年度の場合は増えてるという状態でもありますし、保険料が県の標準保険

料率で算定したものに比べると今年度につきましては 7750 円ぐらい安くなっ

ているという状況をどのように判断するかというのも、次回の検討の材料にな

るかと思いますので、不確実なことを積み上げながらも、皆さんに決めていた

だくということになりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 先生方にお聞きしたいのですけど、一時期ネットで 7 月いっぱいで紙の保険

証が使えなくなるというようなことが出ていましたが、マイナ保険証は使われ

ているのでしょうか。先生の実感っていうのはありますか。 

 まだまだ利用は少ないです。 

 鳥取市の国民健康保険は 7 月 31 日で、以前の紙の保険証は期限が切れてお

りまして、その後、資格確認書やマイナ保険証になっていますが、被用者保険

についてはまだ 12月までおそらく、期限があるところも多いと思いますので、

もう少し保険証を使われる方も多いのかなとは思っているところです。 

 実際に診療をしているところですが、7 月以降のデータは出てないですが、

６月ぐらいで、大体 37～38%ぐらいの利用率に止まっているのが現状です。マ

イナンバーカードを使おうとしておられる方も結構いらっしゃいますので、今

後どのようにアピールしていくかだと思います。 

 また次回、状況をお聞かせいただければと思います。 

 御意見の方が特にございませんでしたので、この計画で進めていただきます

ようお願いいたします。 
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 その他のデータヘルス計画の進捗状況報告に移ります。それでは事務局より

お願いします。 

（資料６に基づき説明） 

 ただいまの説明について御意見･御質問がございませんでしょうか。 

 ４ページの「個別保健事業実施計画の評価」の表について、“対応する取組方

針”欄に A ～ D とあるが、これは何と対応しているのでしょうか。 

 ２ページの(3)課題に対する取組方針に対応しています。 

 質問というか、意見ですが、４ページの「個別保健事業実施計画の評価」の

表について、掲載内容や項目の関連性などが分かりづらいため、一般の方にも

見やすく分かりやすいものに修正、変更をご検討いただきたい。 

 検討させていただきます。 

 これは県で指定されてるよっていうわけではなくて独自で作られてるってこ

とですよね。 

 多分アウトプットアウトカムでいくとアウトプットがあってだから波及効果

として目標であるこれに達したっていう順番なのでこのアウトカムがあってア

ウトプットがあるっていうのは違和感があるのかなという感じがしました。 

 非常に重要な計画だし、実施だと思いますので、できればそれがしっかり皆

さんに両方が行き渡るような形で、皆さん健康に過ごすということを意識でき

るような形で推進していただければというふうに思います。 

 他に何かございませんでしょうか。 

 ４ページの「個別保健事業実施計画の評価」の表の“がん検診受診率向上事

業”について、現状の受診率が胃・肺・大腸がん検診では 30％代だが目標値は

60％と開きがあり、目標を達成するには大きく受診率を向上させる必要があ

る。“がん検診パートナー企業と連携した取り組みを進めていく”とあるが、パ

ートナー企業というのはどの程度あられるのでしょうか。 

 パートナー企業の正確な数を今持ち合わせてないですが、協会けんぽさんと

も協働しながら、数百の会社と提携して一緒にがん検診の推進をしております。

この数値目標は被保険者の実施割合なのでしょうか。 

国の方でもがん検診推進計画があり、その中で、各自治体の受診率の目標値

を今 60%に掲げております。それに合わせまして、目標値を 60%にさせていただ

いております。 

受診率とは市民全体でのがん検診受診率なのですが、どうしても鳥取市の受

診券を使って受診された方の割合になってしまいますので、実際は職域を合わ

せますと、もう少したくさんの方が受診されているのではないかと思っており

ます。 
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その他に事務局の方でございますか。 

現在委員の皆様の任期は 11 月 19 日で満了となります。また改めまして、各

団体に推薦依頼をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

今年度の国民健康保険運営協議会の開催予定についてお伝えさせていただき

ます。令和 8 年度の保険料率をご審議いただきますために、令和 7 年の 12 月

と、それから令和 8年 1月の 2回を予定しております。日時はまた追ってお知

らせいたしますのでよろしくお願いいたします。 

ほかにないようですので以上をもちまして、鳥取市国民健康保険運営協議会

を閉会いたします｡ 

ありがとうございました｡ 

閉会 午後２時３０分 


